
理事長 塩田 康一

令和３年の年頭に当たり、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

昨年は、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症の影響により、

本県の経済は大きな影響を受けました。

県におきましては、感染防止対策をしっかりと進め、医療提供体制を確保するこ

とで、県民の皆様の安心・安全と、経済・社会活動の両立が図られるよう、全力を

挙げて取り組んでおります。

このような中、当協会におきましては、県や関係団体等と連携して、本県特産品

の販路拡大や開発支援に取り組んいるところです。

昨年は、百貨店等の催事中止などにより、販売機会が減少している本県特産

品の販売促進に向けて、ＥＣサイト「かごしま特産品ねっと 」をリニュ－アルし、イン

ターネット販売を強化いたしました。また、クラウドファンディングを活用した本県特産

品の新たな情報発信の取組による需要拡大を図るなど、会員企業の支援にも努

めてまいりました。

理事長として、本年も会員の皆様と一緒になって、本県の豊かな地域資源を

活用した付加価値の高い特産品開発・販路拡大を図り、「鹿児島

の稼ぐ力」の創出につなげてまいります。

今後とも皆様のより一層の御支援・御協力をお願い

申し上げますとともに、本年が皆様にとって素晴らし

い年となりますことを心から祈念申し上げます。
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皆様方におかれましては、新型コロナウイルス感染症の影響で経済活動への不安を感じ、事業の継続や雇用維持に奔走
されておられることと存じます。

当情報誌では、『withコロナ』をテーマに、前向きに取り組む事業者や団体、国内外の市場動向を紹介するとともに、各専
門家の提言等を紹介します。

前々号（５０号）に引き続き、今年度、新規事業として開始した「かごしまの食ワンストップサポート事業」の総括的アドバイ
ザーである株式会社ビジネスアーチの伊藤 裕様の提言を紹介します。

伊藤様は、沖縄・鹿児島を中心に中小企業や自治体の振興事業に携わられており、昨年、当協会が実施したビジネス経営
セミナーの講師や企業の個別指導をしていただきました。

特産品協会との地域商社機能の連携内容を寄稿して約半年が経過しました。そして今年はコロナ禍の
激動の年でもありました。

（１）未曽有のコロナ経済危機と打開策
今年から特産品協会と事業者への伴走型のサポートが始まった訳ですが、とても厳しい船出となりまし

た。コロナ禍による未曽有の経済危機に社会は混乱し、従来の会員サポートの販売催事や展示会なども全
く出来ない状況が続きました。そんな中で、私も伴走型のワンストップビジネスサポートとして、コロナ禍対
策をしながら、各企業の事業転換の為の新規ビジネスモデル企画や商品戦略の見直し、原価計算や商品
価格設計、衛生管理、資金繰りと多岐に渡り、現在も企業支援を続けています。同時に、沖縄県内でも鹿児
島県同様に伴走型企業支援を推進しています。
一方、当社では2月からの小売業態の売上の推移も見ながら、コロナ禍でも特需になっているマーケット

を特定し、企業毎の商品販売戦略と繋げる作業も進めてきました。
自家需要向けのターゲットマーケットをフォーカスし、ここに合った商品戦略を企画に落として、B to B

だけどB to Cの売り方など、研究しながら実践導入を進めています。

（２）キャッシュフローの猶予がある内に準備すべし
ただ、せっかく新しいビジネスモデルや販売先を構築したり、競合商品より優位性のある商品を持って

いても、資金繰りが間に合わない程、事業者が疲弊しているケースが目立ちます。加えて、収益を出せる
売価の設計が出来ていない価格の商品も多いのが現状です。これも最終的には資金繰りが悪化し、道半
ばで断念することにもなりかねません。
皆さんに伝えたいことは、元気な内に（キャッシュフローが赤信号にならない内に）、事業相談をお願い

したいということ。元気な内に、新たな戦略や社内基盤の強化をすることです。そして自分一人で何とか
しようとせず、私たちに相談して欲しいのです。金融機関から融資先の支援要請なども今まで経験してき
ましたが、キャッシュフローが赤信号の状態では、経営改善する猶予が全くない場合が多いのです。トップ
セールスで販路を開拓しようにも、試供品を持って最終交渉する出張経費すら出せない場合もありました。

（３）設備投資よりまずはテストマーケティング先行型
今までに、大きな投資をして大手チェーンや外国との取引をするつもりが、契約書を交わしていないと

か、販売条件が間違っていて、取引に至らないケースも見てきました。これもまずはOEM（製造委託）で売
上を先行させ、この収益で設備投資の借入返済の原資を作ることを勧めています。特に6次産業の事業者
の場合、設備投資先行型の事業はうまくいかないケースが目立ちます。マーケティングより製造が先行し、
取引の条件を満たしていないケースが多いからです。
ビジネスモデルと経営指標の設定、ターゲットと商品の価格設計など、事業収益獲得の確率を上げるた

めの取組みを、早い段階から特産品協会のサポートを受けてみませんか。まずはご相談されることを、お
待ちしています。

２



３

11
月
26
日
～
12
月
２
日
の
７
日
間
、
千
葉
県
船
橋

市
の
東
武
百
貨
店
船
橋
店
に
お
い
て
「
第
20
回
鹿
児

島
物
産
展
」
を
開
催
し
、
本
県
か
ら
47
社
の
特
産
品

製
造
企
業
が
出
展
し
ま
し
た
。

今
回
は
第
20
回
の
記
念
展
と
し
て
、
地
下
１
階
、

１
階
、
４
階
、
６
階
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
全
館
で
本
県
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
約
１
年

振
り
の
開
催
と
あ
り
、
初
日
か
ら
開
催
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
お
客
様
で
賑
わ
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
し
た
が
鹿
児
島
展
の
人
気
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

【
感
染
防
止
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
来
店

者
と
出
展
者
の
安
全
を
守
る
為
、
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
販
売
を
行
ま
し
た
。
会
場
で
の
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し
、
会
場
内
の
出
入

口
を
分
け
て
密
を
避
け
る
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
消
費
者
に
は
安
心

し
て
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
消
費
者
の
反
応
等
】

さ
つ
ま
揚
げ
や
か
る
か
ん
等
、
鹿
児
島
の
定
番
商

品
は
好
評
で
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
で

「
試
食
・
試
飲
」
が
出
来
な
い
事
も
あ
り
、
嗜
好
品

等
の
売
上
が
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
工
芸
品
に
つ
い
て

も
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
、

グ
ラ
ス
や
器
系
商
品
は
購
買
に
繋

が
り
ま
し
た
が
、
外
出
の
機
会
が

減
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
装
飾
品

の
売
上
は
伸
び
悩
み
ま
し
た
。

東
武
百
貨
店
船
橋
店

「
第
２
０
回

鹿
児
島
物
産
展
」
開
催

コ
ロ
ナ
禍
で
も
鹿
児
島
の
特
産
品
は
大
好
評
！

当
協
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
た
特
産
品
事
業
者
の
販
売
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
当
協
会
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、
今
年
３
月

下
旬
よ
り
「
ど
ん
ど
ん
鹿
児
島
！
鹿
児
島
特
産
品
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
サ
イ
ト
で
は
、
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や

マ
ス
コ
ミ
等
で
の
広
告
、
応
援
福
袋
や
割
引
ク
ー
ポ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み
、
県
内
外
企
業
や
自
治
体
・
関

係
団
体
等
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
回
、
日
本
航
空
㈱
・(

公
社)

鹿
児
島
県
観
光
連
盟

と
共
催
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ(

事
前
に
当
協
会
の

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
本
県
特
産
品
セ
ッ
ト
を
ご
購
入
い
た
だ
き
、

お
届
け
し
た
商
品
を
自
宅
で
楽
し
み
な
が
ら
、
鹿
児
島
市

内
の
名
所
を
リ
モ
ー
ト
で
体
験)

」
を
実
施
し
、
コ
ロ
ナ

禍
な
ら
で
は
の
取
組
み
で
本
県
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
大
変
好
評
で
「
コ
ロ
ナ
終
息
後

は
ぜ
ひ
、
鹿
児
島
を
旅
行
し
て
、
現
地
で
特
産
品
を
味
わ

い
た
い
」
な
ど
の
声
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
奄
美
群
島
観
光
物
産
協
会
と
奄
美
群
島
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
特
産
品
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
販
促
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
だ
り
、
百
貨
店
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
物
産
展
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
本
県
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
か
ご
い
ろ
」
を
始
め
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
販
促
や
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
ご
相
談
の
あ
る
際
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
国
際
的
な
往
来
が
難
し
い
環
境
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
海
外
進
出

の
機
会
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
11
月
に
上
海
シ
ャ
オ
ロ

ン
信
息
貿
易
有
限
公
司(

中
国
・
上
海)

、
12
月
に
㈱
シ

テ
ィ
・
ス
ー
パ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会

を
開
催
し
、
県
内
企
業
８
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ャ
オ
ロ
ン
貿
易
と
の
商
談
で
は
、
２
０
２
２
年
の
春

節
ギ
フ
ト
商
品
を
中
心
に
、
ス
ー
パ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
向
け
の
商
談
を
行
い
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
希
望

や
輸
出
課
題
と
し
て
、
価
格
設
定
や
現
地
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
内
容
量
の
変
更
、
食
感
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
が
あ
り
、
商
談
企
業
は
現
地
消
費
者
の
嗜
好
等
を
確
認

し
な
が
ら
商
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
テ
ィ
・
ス
ー
パ
ー
と
の
商
談
は
、
香
港
で
の

販
売
を
中
心
に
台
湾
・
上
海
の
店
舗
で
の
販
売
も
視
野
に

入
れ
て
商
談
を
行
い
、
バ
イ
ヤ
ー
は
、
試
食
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
確
認
さ
れ
、
芋
を
使
っ
た
菓
子
や
赤
を
基
調
と
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
な
ど
は
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
、
是
非
、

扱
っ
て
み
た
い
と
い
う
感
想
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

上
海
や
香
港
で
は
、
日
本
以
上
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信

技
術)

イ
ン
フ
ラ
が
発
達
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と

非
接
触
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
が
伸
び
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
知
人
か
ら
の
紹
介
や
口
コ
ミ

で
人
気
の
高
い
商
品
は
、
初
め
て
の

商
品
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
に
抵
抗

は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
後
、

両
社
と
も
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
強
化
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
！

新
た
な
特
産
品
Ｐ
Ｒ
方
法
～
第
３
弾
～

シ
ャ
オ
ロ
ン
貿
易
・
シ
テ
ィ
・
ス
ー
パ
ー
と

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
開
催

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
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多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
売
れ
る
商
品
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
「
２
０
２
０
か
ご
し
ま
の

新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
〔
主
催:

か

ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
実

行
委
員
会(

構
成
員
：
鹿
児
島
県
・
鹿

児
島
市
・
当
協
会)

〕
を
令
和
２
年
11

月
30
日(

月)

に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
食
品
部
門
93
品
目
、
工

芸
・
生
活
用
品
部
門
39
品
目
の
合
計

１
３
２
品
目
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な

ど
基
本
的
な
飛
沫
感
染
防
止
や
食
品

部
門
は
午
前
・
午
後
の
部
に
分
け
、

尚
且
、
出
品
者
は
、
１
企
業
１
名
で

対
応
い
た
だ
く
な
ど
徹
底
的
に
密
を

避
け
る
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
し

ま
し
た
。

入
賞
商
品
の
中
に
は
、
既
に
メ
デ

ィ
ア
取
材
が
検
討
さ
れ
て
い
る
商
品

も
あ
り
、
受
賞
者
か
ら
は
、
「
入
賞

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
販
路
拡

大
が
と
て
も
期
待
で
き
る
」
と
の
声

も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
で
は
、
皆
様
の
商
品

の
販
路
拡
大
、
モ
ノ
づ
く
り
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆
様

の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
出
品
者
・
入
賞
者
の
声
】

・
他
の
出
品
者
の
商
品
を
内
覧
す
る

だ
け
で
も
非
常
に
勉
強
に
な
り
、

交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。

・
こ
れ
ま
で
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
出
品

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

へ
の
意
欲
が
湧
い
て
き
た
。

【
審
査
員
・
バ
イ
ヤ
ー
の
評
価
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、

家
で
楽
し
む
こ
と
を
意
識
し
た
商

品
が
多
か
っ
た
。

・
地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
化
粧
品

な
ど
多
様
な
素
材
を
幅
広
い
分
野

に
生
か
し
て
い
た
。

・
こ
れ
ま
で
何
度
も
鹿
児
島
に
来
た

こ
と
あ
る
が
、
初
め
て
知
る
鹿
児

島
の
特
産
品
が
あ
り
、
す
ぐ
に
で

も
取
り
扱
い
た
い
商
品
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。

2020かごしまの新特産品コンクール入賞商品

「
２
０
２
０
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
商
品
決
定
！

鹿
児
島
大
学

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
よ
る

「
地
域
リ
サ
ー
チ
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
を
実
施
！

大
学
生
が
大
漁
旗
・
五
月
幟
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

鹿
児
島
県
指
定
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
「
大
漁
旗
・
五
月
幟
」
の

歴
史
・
製
作
工
程
な
ど
紹
介
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
に
本
県

工
芸
品
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
鹿
児
島
大
学

「
地
域
リ
サ
ー
チ
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
」
履
修
学
生
を
対
象
に
亀
﨑

染
工
㈲
亀
﨑
昌
大
社
長
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
履
修
生
49
名
は
１
年
生

が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
で
、
ま

ず
は
本
県
の
地
域
産
業
を
学
ぶ
為

に
工
芸
品
の
「
歴
史
・
文
化
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
講
し
ま
し
た
。

亀
﨑
社
長
か
ら
は
、
亀
﨑
染
工

㈲
と
大
漁
旗
・
五
月
幟
の
歴
史
・

使
用
方
法
や
伝
統
的
な
印
染
方
法
、

業
界
の
最
盛
期
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
現
状
と
衰
退
さ
せ
な
い
た

め
の
問
題
・
課
題
解
決
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
地
場
産
業
に
も
通
ず
る
実

状
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
の
方
々
に
も
大
漁

旗
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
２

０
１
７
年
か
ら
積
極
的
に
海
外
展

開
し
、
今
は
展
示
会
な
ど
に
も
声

が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
。
ミ
ニ
大
漁
旗
の
体

験
で
は
、
日
本
人
は
見
本
を
見
せ

れ
ば
見
本
通
り
に
染
色
す
る
が
、

海
外
（
特
に
欧
州
）
の
方
は
、
見

本
を
見
せ
て
も
全
く
違
う
染
色
を

す
る
こ
と
が
特
徴
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ

売
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
す

る
の
は
、
ま
だ
時
期
尚
早
と
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。

受
講
者
か
ら
は
「
職
人
は
堅
苦

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
ど
う
な

の
か
」
「
工
芸
品
の
世
界
は
分
業

制
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
実
際
ど

う
な
の
か
」
な
ど
率
直
な
質
問
も

あ
り
、
よ
り
一
層
大
漁
旗
・
五
月

幟
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
解
決
策
を
提
案
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
取
組
み
と
し
て
、

現
場
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
は
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

当
協
会
と
し

て
も
人
材
・

後
継
者
育
成

を
支
援
し
て

参
り
ま
す
。

亀﨑社長によるオンライン講義



会員紹介

食薩摩焼のコンセプトを追及する作陶家

御茶碗屋つきの虫 新納 虫太郎

２００３年に鹿児島市の古家に新しいアトリエとギャラリーを構えた「御茶碗屋つきの虫」。
１９９３年に薩摩焼と出会い「土に触れてモノが作れる仕事は魅力的」と感じてから薩摩焼の伝

統を学び、新しいデザインや技法を生み出しながら魅力を発信し続けているのが、作陶家新納 虫太
郎だ。
虫太郎は２０歳まで電気工学を学び、その後オートバイやプレジャーボートなどを開発する企業

に就職し、設計・企画等に従事。３２歳で帰鹿し日置市美山の薩摩焼宗家に５年間師事した後、独
立した。「虫食いの野菜は栄養万点。そんな窯器が良い」という想いから『とんがり虫の窯』とい
う登り窯を作り、あんこ夫人と二人三脚の作陶が始まった。
現在、「ＭＵＳＨＩＴＡＲＯ」というクラフトマンブランドを立ち上げ、独自の薩摩焼を展開し

ている虫太郎だが、先日１１月３０日に開催された「２０２０かごしまの新特産品コンクール」で
は鹿児島市長賞を受賞した。今回の入賞商品は、白薩摩と黒薩摩が１つの茶碗になり、両世界の境
界線を無くした「あいがけ茶碗」。鹿児島市の出汁屋から「産地ラーメンの為のどんぶりを」とい
う依頼で出来上がった薩摩焼であり「鹿児島に愛される器を作り、鹿児島の食を応援する、鹿児島
の食のための工芸でありたい」という想いが込められている。
また、虫太郎が作陶で大切にするのが、薩摩焼(商品)に対するコンセプトや考え方である。これ

までの商品１つ１つに対しても使う人を考え、色、形など意匠性に拘る。この器はどういう人たち
が、どういう想い、シーンで使うかというのを一つ一つ突き詰めていくと、そのコンセプトは必ず
ユーザーの心を動かすと確信しているという。
今後も、伝える力や商品を企画する力が一層大事になると感じており、自身も勉強中であるが、

若い方々の感性からも大いに学び、薩摩焼に対するコンセプト・考え方・想いを作品に宿し、一家
みんなで発信していきたいと語る。

特産振興支援員奮闘記

食品表示を再度しっかりチェックしましょう

特産振興支援員 食品担当 稲森 龍平

新春のお慶びを申し上げます。本年も昨年同様どうぞ宜しくお願い致します。
さて、「食品表示法」が、昨年4月から新ルールに基づく表示に移行しました。また、原料原

産地表示制度が、令和4年4月から、そして遺伝子組み換え食品の表示が、令和5年4月から猶予
期間を経て本格スタートします。
いま一度食品表示について、下記のチェックをお願いいたします。

①加工食品の原料原産地表示義務
②表示レイアウトの改善（原材料と添加物の区分「／」等）
③アレルギー表示に係るルールの改善
④食品表示法の施行に基づき、原則として、一般用加工食品及び一般用の添加物には栄養成分
表示が義務付け(小規模の事業者が販売する食品は、栄養成分表示を省略することができる。
ただし、小規模の事業者が製造した食品でも、スーパー等販売する事業者が小規模ではない
場合、その食品を販売するときには栄養成分表示が必要(者と者の間で食品の所有権の移転))

⑤遺伝子組み換え表示制度の任意表示の変更
なお、食品表示法については、消費者庁ホームページで、検索・御参照ください。
【消費者庁ＨＰ】https://www.caa.go.jp/

５



１．クラウドファンディング第一弾スタート！

当協会では、クラウドファンディングを活用して日本全国へ鹿児島県の特産品を情報発信するこ
とで、新たな市場でのサポーター作り、ブランド化・販路開拓を支援するためのプロジェクトを立ち
上げました。
今回の第一弾では、『“黒切子の匠”弟子丸限定モデル✕“蔵元秘蔵 稀少の原酒”侍士の門・太久

保酒造』のクラウドファンディングが１２/１１（金）にスタートし、１月中にも３つのプロジェクトが公開予定
です。
また、県内出身の若手クリエーターたちを中心としたプロジェクトチームが、特産品製造事業者

の「想い」を支援者につなぐため、コンテンツ制作からプロジェクトの運営管理、販促等をワンストッ
プでサポートしています。
今後も様々なプロジェクトを公開して参りますので、是非皆様ご閲覧ください。

【「GREEN FUNDING×鹿児島県特産品協会」クラウドファンディング】
https://greenfunding.jp/hittobe_kagoshima/projects/4215

２．「がんばろう！鹿児島２０２１鹿児島再発見フェスタ」を開催します！

今回、当協会では、コロナ禍に負けず頑張っている県内の特産品製造事業者等を県民の方々に宣伝・
販売するため、「がんばろう！鹿児島２０２１ 鹿児島再発見フェスタ」を令和３年１月６日（水）～１月１２日
（火）の７日間、開催いたします。
このフェスタは、例年開催している「ふるさと物産展」を規模縮小しての開催となりますが、これまで

と変わらず鹿児島の魅力やこだわりを発信して参りますので、皆様のご来店お待ちしております！
【会 期】 令和３年１月６日（水）～１月１２日（火） ７日間
【会 場】 ㈱山形屋 １号館 ６階大催場

協会インフォメーション

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和３年１月４日発行通巻５２号

６

県
産
品
総
合
展
示
即
売
場
鹿
児
島

ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
鹿
児
島

県
内
の
事
業
者
が
生
産
・
製
造
さ
れ

た
加
工
食
品
・
伝
統
工
芸
品
等
を
常

時
約
２
，
３
０
０
品
目
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
店
内
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

を
活
用
し
た
「
新
茶
フ
ェ
ア
」
「
か

ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
フ
ェ
ア
」
等

の
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
イ

ベ
ン
ト
・
大
会
等
へ
の
出
店
販
売
、

学
生
等
を
対
象
に
し
た
特
産
品
研
修

会
の
開
催
な
ど
特
産
品
の
展
示
・
販

売
を
行
な
い
な
が
ら
情
報
発
信
や
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

新
商
品
の
販
売
場
所
や
イ
ベ
ン
ト

販
売
ス
ペ
ー
ス
を
お
探
し
の
方
は
、

是
非
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
後
列
右
か
ら
】

堀
脇
大
嗣

川
上
か
お
り

板
敷
な
る
み

原
口
智
子

【
前
列
右
か
ら
】

倉
津
優
子

瀬
戸
口
香

春
山
智
里

鹿
児
島
県
特
産
品
協
会

事
業
部
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
課
紹
介


